
 

2015 年 Laser All Japan Championships レース公示 

 

１  共同主催 一般社団法人  日本レーザークラス協会、三重県ヨット連盟 

２  公 認 公益財団法人  日本セーリング連盟（以下「ＪＳＡＦ」と記載する。） 

公認番号：H27－32 

３  後援団体 津市．財団法人伊勢湾海洋スポーツセンター 

４  開催場所 三重県津市  津ヨットハーバーおよびその沖合 

住所：三重県津市津興字港中道北３７０ 

電話番号：０５９－２２６－０５２５ ＵＲＬ：

http://www.tsu-yachtharbor.jp/ 

５  開催期日 2015 年 10 月 31 日(土)～11 月 3 日(火) 

６  競技種目 レーザークラス 

レーザー ラジアルクラス レーザ

ー  ４．７クラス 

７  適用規則 セーリング競技規則（2013－2016）に定義された規則を適用する 

（帆走指示書で変更されたものを除く）。 

RRS 付則 P を適用する。 

8 広告 競技者広告はクラス規則に定められたとおりとする。 

9  参加資格 レーザークラス協会の２０１５年度メンバーであること。 

日本レーザークラス協会において参加資格を確認されたものであること。 JSAF２０１

５年度会員であるもの。 

なお、選手は受付時にレーザー協会および JSAF の会員であることを証明できるもの 

を提示しなければならない。（申請中で会員証等を提示できない場合は、会費の入金 

確認ができる領収書等を必ず持参し、提示すること。） 

10  参加料 選手 1 名  16,000 円（レセプション費用、期間中のハーバー使用料を含む） 

11 参加申込 以下の URL よりオンラインエントリーを行う。 

URL：  http://sail.jpn.com/ 

ただし、オンラインエントリーの開始は 2015 年 8 月 21 日（金）からを予定していむ会費の入

http://www.tsu-yachtharbor.jp/
http://sail.jpn.com/


16 コース  トラぺゾイド・アウター・インナーコース及びソーセージコース 

を予定。 

17 計測及び艇と装備 

選手は「18 日程」に従い、艇置場にて艇の大会計測を受けなければならない。 ただし、レ

ース委員会の判断により計測はこの他の日程にも行われることがある。 レーザーを借用

またはチャーターした場合には、レース委員会から書面による許可を得たう えで、ハルのセー

ル番号と異なるセール番号のセールを使用することができる。ただし、そ のセール番号は選

手が所有するレーザーのセール番号でなければならない。選手がレーザ ーを所有していない

場合には、チャーターしたレーザーのセール番号をセール番号としなけ ればならない。 選手

は大会計測で確認された一つのハル、セール、マスト、ブーム、センターボード、ラダー を使用

しなければならない。 選手はライフジャケットあるいはウエストコースト型救命具を、やむを得

ない場合を除き、出 艇中は、常時着用しなければならない｡ 艇は直径６ｍｍ、長さ５ｍ以上の

バウラインをバウアイにつけておかなければならない。 マストトップに浮力体を取り付けても良

い。形状は球形に限り一箇所のロープで取り付けな ければならない。浮力体はコンディション

により付けたり外したりしてもよい。 

18 日程 10 月 31 日（土） 

13:30  受付、計測開始 

16：00  受付および計測の終了 

11 月 1 日(日) 

08:00  受付および計測の開始 

10:00  開会式、ブリーフィング 

11:55  その日最初のレースの最初のクラスの予告信号 

18:00  レセプション（津ヨットハーバー2 階テラス） 

11 月 2 日（月） 

08:30  ブリーフィング 

09:55  その日最初のレースの最初のクラスの予告信号 

11 月 3 日（火） 

08:30  ブリーフィング 

09:55  その日最初のレースの最初のクラスの予告信号 

※14:00 以降の予告信号は発しない 

16:00  表彰式・閉会式 

 
（注）本大会は 8 レースを予定し、11 月 1 日および 11 月 2 日は各日 3 レースを、11 

月 3 日は 2 レースを行う。ただし、各日のレースが予定とおりに行われなかった場合、 

その翌日以降、1 日に最大 4 レースまでレースを行う場合がある。 

19 得点方法  セーリング競技規則(2013－2016)付則 A の低得点方法を適用する。 ただし、３レー

スまたはそれ以下の場合は、すべてのレースの合計を得点とする。 本大会は８レースを

予定し、最小 2 レースの完了をもって成立する。 ４レース以上完了した場合、艇の得

点は最も悪い得点を除外した得点の合計とする。 



20 賞 レーザークラス規則附則に基づき、各種目の成績上位者にはレーザーキューブトロフ 

ィーが授与される。その他、主催団体より特別賞が与えられる場合がある。 

21 支援艇  支援艇は、受付時に艇名、緊急連絡先を、書面でレース委員会に届け出なければな 

らない。 全ての支援艇は最初にスタートするクラスの準備信号の時刻からすべての

艇が フィニッシュするかもしくはリタイアするか、またはレース委員会が延期、もしくは

中止 の信号を発するまで、艇がレースをしているエリアの外側にいなければならない。 

レース委員会の判断によりレース水域でのレスキュー活動を要請する場合がある。 

22 責任の所在 このレガッタの競技者は自分自身の責任で参加する。RRS４「レースすることの決定」参 照。

主催団体は、このレガッタの前後、期間中に生じた物理的な損傷または身体障害 もし

くは死亡によるいかなる責任を負わない。 

23  問合先 レーザー津フリート  藤野 隼 

sf103855 アットマーク yahoo.co.jp (アットマ

ークの部分を@に変えてください) 

24  世界選手権等への派遣選手選考について 

レーザー協会公示文書による。 

URL： http://www.laserjapan.org/archives/category/infomation/news 

25 肖像権 大会の広報活動として、大会参加者・大会風景等を撮影し、予告なく印刷物やホーム 

ページなどで紹介することがありますので、ご了承ください。 

【以下はレース公示に含まれないその他の注意事項や、参加者に有益と思われる情報の提供です。】 

○ 大会主催者は、参加選手及びチームボートが、スポーツ安全保険等の傷害保険並びに第三者に対する 

賠償責任保険に加入することを、強く推奨する。 

○  選手の参加料には大会期間中（10 月 31 日～11 月 3 日の 4 日間）のハーバー使用料を含んでいる。 

○ 大会期間以外の艇の搬出入の手続きは各自で行い、ハーバー使用料等の支払いも各自で行うこと。 

○チームボート（サポートボート）の津ヨットハーバーへの搬出入手続きは各自で行い、ハーバー使用料等の 

支払いも各自で行うこと。 

○  昼食は各自で用意すること。 

○ 11 月 1 日（日）18:00 から津ヨットハーバー2 階テラスにおいてレセプションを開催する。 

※選手の同伴者でレセプションに参加するものは、参加料 1 人 ２０００円を大会受付時に現金で支払 う

こと。 

○ 津ヨットハーバーへの艇の搬出入は 7 時 00 分～22 時 30 分に行うこと。それ以外の時間帯は、出入り口 

は閉門される。 

なお、津ヨットハーバー南側に隣接する県有駐車場（無料）は 24 時間出入り可能である。 

○宿泊は各自で手配のこと。 

ホテルキャッスルイン津（電話 059-221-2311）（ハーバーより徒歩５分） 

ホテルグリーンパーク津（059-213-2111） 

津都ホテル（059-228-1111） ホテルルー

トイン津（059-246-7777） その他津駅周

辺にホテルが多数あり 津市観光協会  ０

５９－２４６－９０２０ 

http://www.laserjapan.org/archives/category/infomation/news

